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11月は3名様の誕生日のお祝いをしました。 

 

 

デイサービスエプロン便り 

先月号に引き続き、11月半ばまで光が丘公園を訪れました。真っ青な青空にイチョウの黄色。 

青と黄色のコントラストはこの時期ならではです。 12月はもみじの葉っぱの「紅葉」見物 

に行く予定です。 次号は「くれない色」のご報告が出来る予定です！ 

ブラボ〜ッ！紅葉ならぬ「黄葉」でした。 



この著書が出版されたのは、まだ介護保険がない頃

の1998年。そして今ほど男女のジェンダーバイア

スが指摘されていない頃です。 

とかく「男の…」と頭につくと雑になるイメージで

すが、さにあらず。竹永氏は自身の仕事での経験を 

実父の介護の「プロジェクト」として取り組んだ訳

です。実社会で経験した仕事の発想を介護の発想に

取り入れ、介護チームと言うシステムを構築したの

です。 現在の介護保険、地域包括支援システムが 

ありせなば、氏は大企業を辞めずに済んだかもしれ

ません。 2年半の介護の後、自宅で父親を看取る 

のですが、経験的に痛感されたことに、仕事と介護

を両立させるのは、「分かち合う感覚」が必要との

こと。 1人で背負い込まないってことですね！ 

 

 
 

※「介護離職ゼロ」の政策を現政権も掲げて
います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

空き情報 月 火 水 木 金 土 

利用 △ △ △ △ 〇 △ 

入浴 × × × X × × 

○空きがありま ×待機ができます △ご相談ください 

介護保険豆知識 

介護のために離職しない「仕事と介護の両立」について連載しています。 

 「両立」をメインとして取り上げていますが、父親の介護のために大企業を退

社し、東京と鹿児島を行き来しながら介護チームを構築された方の著書、「男の

介護」竹永睦男著(法研出版)を紹介します。 

 例えば“男の料理”などと言えば食材が「大雑把」に切ってあったり、盛り付

けが大胆だったり、「こだわり」が強かったり… 

 

 

  

 

  

 

 

 

 
 

 
「介護離職ゼロ」って？ 

デイサービスエプロン  

〒177-0041 練馬区石神井町８－５３－２４ 

電話 03-6915-9320 ＦＡＸ 03-6915-9316 

12月の予定 

紅葉狩り・石神井  

名刹・古刹訪問 

地震訓練・避難訓練 
12月生まれの 

利用者様誕生日会 

♪デイサービスエプロンは定員  

1３名の小さなデイサービスです。

細やかな心配りとゆったりした雰

囲気を大切にしています。 

見学は随時受け付けております。

お気軽にお電話をどうぞ。 


